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1回数

症例検討会

内容

参加者数

症例検討会

1

名称

開催年月日
及び場所等

所在地

委託した事業

委託金額

平成24年度

1　地域リハビリテーション力の向上

（１）ＯＴ･ＰＴ･ＳＴ等対象の症例発表会（検討会）

平成23年度

1.当センターのリハビリテーション支援医師
に、当センターで実施する講演会への参加を
呼び掛けた
2.地域の医師会が開催した講演会に当セン
ター医師が講師として2回参加した

平成24年3月27日
山王リハビリクリニック

平成24年9月25日
山王リハビリクリニック

高次脳機能障害患者の症例を2例検討した 痙縮の症例を2例検討した

31名 30名

（２）かかりつけ医へのリハビリテーション知識･技術情報提供

平成23年度 平成24年度

取組内容

1.当センターのリハビリテーション支援医師
に、当センターで実施する講演会への参加を
呼び掛けた
2.地域の医師会が開催した講演会に当セン
ター医師が講師として2回参加した

施設名称/施設種類

所在地

協力の内容

公益財団法人　東京都保健医療公社　荏原病院　／　区南部保健医療圏

1.品川区　2.品川区　3.大田区　4.大田区

連携施設

協力施設
協力施設の有無 有　　・　　無

施設名称/施設種類

目黒区、世田谷区、港区

有
の
場
合

3

Ⅱ　事業実施内容等（必須の役割）※全センター共通

連携施設の有無 有　　・　　無

有
の
場
合

4

1.昭和大学病院　2.NTT東日本病院　3.東邦大学医療センター大森病院
4.東京労災病院

品川区及び大田区のリハビリテーション事業に積極的に協力

平成２３･２４年度地域リハビリテーション支援事業実施報告書

2

事業実施地域　※区市町村名を記入してください
二次保健医療圏内 二次保健医療圏外

Ⅰ　事業実施体制等

地域リハビリテーション支援センター名（運営医療機関名）　／　二次保健医療圏名

1

大田区、品川区
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平成23年度

2.地域リハ講演会 2.講演会
名称

全地域リハビリテーション支援センターが参
加した研修テキスト作成部会に当センターの
理学療法士1名が参加した

（１）リハ施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定

平成24年度

品川区のケアマネージャーの方々にテキスト
の説明会を開催(平成24年10月10日)　大田区
のケアマネージャー向けの説明会は平成25年
3月に開催予定

昨年度に引き続き、全地域リハビリテーショ
ン支援センターが参加した研修テキスト作成
部会に当センターの理学療法士1名が参加
し、テキストが完成した

２　介護リハビリテーション分野への支援

平成24年度

取組内容
大田区介護支援専門員連絡会(平成23年度第2
回定期連絡会)に当センター医師が参加した

（２）研修テキスト原稿作成

1.高次脳機能障害講演会 1.地域リハ講演会

取組内容

（３）ケアマネジャーへの研修

平成23年度

平成23年度 平成24年度

回数 2 2

開催年月日
及び場所等

1.平成23年10月7日　当院PT室
2.平成24年3月9日　当院PT室

1.平成24年11月30日　当院PT室
2.平成25年2月15日　当院会議室

1.摂食・嚥下リハビリテーションの実際
2.認知症予防と脳活性化リハビリテーション

参加者数 1. 88名  　　 2. 43名 1. 44名  　　2. 78名

相談受付方法
受付日･時間

内容
1.地域でできる高次脳機能障害のリハビリ
テーション
2.神経難病の在宅リハビリテーションの実際

各医師会の訪問看護ステーションなど随時 各医師会の訪問看護ステーションなど随時

（４）ケアプラン相談支援

３　地域リハビリテーション関係者との連携強化

（１）地域協議会（連絡会）の設置

平成23年度 平成24年度

田園調布医師会の訪問看護ステーションで
は、ほぼ昨年と同様

相談件数
主な相談内容

田園調布医師会の訪問看護ステーションで
は、約半年間で、介護保険の通所リハ24件、
訪問看護でのリハ138件、デイサービス48件
など

協力施設、医師会、地域行政機関など

名称 1.幹事会　2.連絡会 協議会

回数 各1回 1

平成24年度

開催年月日
及び場所等

1.平成23年6月23日　当院会議室
2.平成23年9月29日　当院会議室

平成24年5月25日

実施自治体名

内容

1.平成22年度の支援事業内容
2.東京都における地域リハ支援センターの役
割の見直し
3.平成23年度の支援事業計画

1.平成23年度の支援事業内容
2.平成24年度の支援事業計画

参加団体 協力施設、医師会、地域行政機関など

１　区市町村による在宅リハ支援事業への支援

平成23年度

無

無 無

Ⅲ　事業実施内容等（選択する役割）

支援内容 無
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1.大田区高次脳機能障害連絡調整会や目黒区高
次脳機能障害者支援連絡会(平成23年10月26日)
に、当センター医師、OT、MSWなどが参加した
2.患者会が主催した「高次脳機能障害者講演
会」(平成23年11月20日)に、当センター医師な
どが参加した

平成24年度

４　地域で特にニーズの高いテーマに関する研修等

（１）地域のリハビリテーション従事者の研修･援助

1.大田区高次脳機能障害者連絡調整会や目黒区
高次脳機能障害者支援連絡会(平成24年10月24
日)に、当センター医師が参加した
2.患者会が主催した「高次脳機能障害者講演
会」(平成24年12月2日)に当センター医師、STな
どが参加した

平成23年度

当院が行っている「区南部圏域脳卒中医療連
携推進幹事会」に当センター医師が参加した

平成23年度 平成24年度

平成24年度

支援内容

取組内容

２　脳卒中医療連携推進事業への支援　※地域リハ支援事業委託料からの支出不可

平成23年度

（３）福祉用具･住宅改修等の相談への対応に係る支援

「高次脳機能障害者の診断・治療」
大田区福祉事務所CWから紹介された高次脳機
能障害者の診断・治療を外来・入院で対応し
た

「高次脳機能障害者の診断・治療」
大田区上池台障害者福祉会館などから紹介さ
れた高次脳機能障害者の診断・治療を外来・
入院で対応した

（２）直接住民と接する相談機関への支援

３　高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援

支援内容

1.当院が行っている「区南部圏域脳卒中医療連
携推進幹事会」に当センター医師が参加した
2.田園調布医師会が開催した「脳卒中医療連
携」に関する講演会(2回)に当センター医師が講
師として参加した

（４）地域の関係団体の支援

平成23年度 平成24年度

取組内容

「大田区脳血管障害研究会リハビリテーショ
ン実技講座開催」
脳血管疾患急性期の症状に対するアプローチ
(急性期におけるリハビリテーションについ
て症例を通して考える)

「大田区脳血管障害者研究会リハビリテー
ション実技講座開催」(平成24年10月22日)
リハビリの心と力について

無

平成23年度 平成24年度

取組内容

「高次脳機能障害者と家族の会」
大田区、品川区、目黒区の高次脳機能障害者
と家族が開催する講演会や講座などの情報を
周知したり、講演会に参加した

「高次脳機能障害者と家族の会」
大田区、品川区、目黒区の高次脳機能障害者
と家族が開催する講演会や講座などの情報を
周知したり、講演会に参加した

平成23年度 平成24年度

取組内容 無

取組内容

「症例検討会」
当センターのリハビリテーション支援医師の
クリニックで脳卒中患者の急性期、回復期、
維持期の経過について2症例検討した

「症例検討会」
当センターのリハビリテーション支援医師の
クリニックで脳卒中患者の急性期、回復期、
維持期の経過について2症例検討した

（６）その他、地域のリハビリテーションの推進に必要な事業

（５）連絡会･事例検討会の実施

平成23年度 平成24年度

平成23年度 平成24年度

取組内容

「区南部保健医療圏　リハビリテーション医
療機関マップの作成」
区南部保健医療圏リハビリテーション医療機
関マップ2012を作成した

無
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地域リハビリテーション支援事業を進める上での問題点、今後の対応等

（１）特に問題点があればご記入ください。

（２）取り組んでよかったこと、他の支援センターにも薦めたい取組があればご記入ください。

（３）今後の対応

・次の３年間で課題に思っていることはありますか、目標はありますか。

・連携施設・協力施設（病院）を募る予定はありますか。

・地域において特に支援のニーズを感じる事柄がありますか。

（４）その他何かございましたら、ご記入ください。

・各支援センターで共通に取り組んだ方がいいと思われる事柄がありますか。調査等「その他地域のリ
ハビリテーションの推進に必要な事業」で実施したことも含めて答えてください。

 
支援事業を行う上で、事業の様々な事務作業を行う実務担当者の確保と育成が困難である
ことが最も問題であると考える 

 
1）医療圏内のケアマネージャーの集まりへの参加 
2）高次脳機能障害など患者会との連携や支援 

 
1）医療圏内の介護保険ケアマネージャーとの連携の強化 
2）医療圏内の地域リハビリテーションに関わる組織の役割分担とその活性化 

 
今後は連携施設を募りたい 

地域の中で実際にリハビリテーションに従事している医療スタッフの交流や、介護保険
のリハビリテーションに関わっているスタッフの支援などが必要になると考える 

東京都の各地域の中で、いまだに十分な「リハビリテーション」活動が展開できていな
い状況から、本支援事業の継続が望まれる 
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